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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

　

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第75期
第２四半期
連結累計期間

第76期
第２四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日

自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日

自  平成22年10月１日
至  平成23年９月30日

売上高 (百万円) 14,736 14,834 28,719

経常利益 (百万円) 442 319 396

四半期(当期)純利益 (百万円) 232 19 30

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 305 193 △61

純資産額 (百万円) 8,848 8,674 8,480

総資産額 (百万円) 29,647 29,721 29,594

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 3.60 0.30 0.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ― ─

自己資本比率 (％) 29.8 29.2 28.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 964 1,137 1,100

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △139 △134 △273

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △610 △181 △789

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,449 2,095 1,268

　

回次
第75期

第２四半期
連結会計期間

第76期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日

自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △2.22 △2.37

　

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第75期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(１)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から持ち直しの動きがみられ

る一方で、円高や欧州の信用不安、原油をはじめとした原料高の懸念等により、依然として景気の先行き

は不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは、円高メリットを活かした価格戦略、新商品の導入、新規取引先開

拓及び既存取引先の深耕を図り、商品シェア拡大と収益力の向上に努めました。この取り組みにより、輸

入食品類・酒類販売事業は順調に売上を伸ばしましたが、食品類・酒類事業は厳しい市場環境により苦

戦を強いられることになりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は14,834百万円(前年同期比0.7%増)、営業利益は488百

万円(前年同期比20.8%減)、経常利益は319百万円(前年同期比27.8%減)、四半期純利益は19百万円(前年同

期比91.6%減)となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(食品類・酒類事業)

醤油につきましては、食に対する消費者ニーズの多様化により、需要が加工度の高いつゆ・たれ類に推

移しており、市場の縮小基調が続いております。家庭用商品は、主力量販店への拡販や新規取引先獲得を

進めましたが売上は減少しました。業務用商品は、大手取引先の生産拠点の移転及び内製化への移行等の

影響により売上が減少しました。

つゆ・たれ類につきましては、メーカー各社の熾烈な競争の中、家庭用商品の「極淡白だし500ml」

「鰹つゆ500ml」「名代更科つゆ1.8Ｌペット」「焼肉のたれ中辛400g」等の売上が好調に推移しまし

た。また、2012年春夏新商品として、だし醤油３品「いりこ醤油 360ml」「あご醤油 360ml」「海鮮だし

醤油 300ml」を発売しております。一方、業務用商品は、大手取引先の生産拠点の移転及び内製化への移

行等の影響により売上が減少しました。
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その他調味料につきましては、家庭用の主力商品である「料理酒1Ｌペット」の売上が増加し、「醸造

みりんタイプ1Ｌペット」の売上も前年同期並みに推移しました。また、有機関連の差別化商品である

「有機純米料理酒500ml」「有機みりんタイプ500ml」は順調に売上を伸ばしました。業務用商品は、新規

取引先の開拓により売上が増加しました。

漬物につきましては、市場は依然として高価格商品の需要が減少し、低価格化が進んでおります。主力

のなら漬は、お手頃価格の「あっさりなら漬きゅうり」が新規取引先の導入により売上を伸ばしたもの

の、市場環境の影響を受けた高価格商品の低迷により売上が減少しました。

飲料につきましては、季節商品の「くりほうじ茶」「べにふうき緑茶」「さくら緑茶」の新規導入や

新規取引先の開拓等により売上が増加しました。ＰＢ商品は、一部の得意先で好調に推移したものの、ア

イテム見直しによる終売商品の発生等により売上が減少しました。

酒類につきましては、清酒は、「尾張常滑郷の鬼ころし2Ｌパック」「尾張男山2Ｌパック」等の経済酒

が、競合他社の低価格販売のあおりを受けたこと等により売上が減少しました。清酒以外では、「蔵出し 

本みりん」が新規取引先開拓等により売上を大きく伸ばしました。

この結果、当事業の売上高は9,043百万円(前年同期比3.7%減)、セグメント利益(営業利益)は257百万円

(前年同期比4.5%減)となりました。

　

(輸入食品類・酒類販売事業)

業務用食材につきましては、米国産キャビアが正月おせちやエアーラインファーストクラスに採用、世

界一と評価されているスペイン産イベリコ生ハム「ホセリートブランド」の新規導入、問屋取引の強化、

ブライダル市場の開拓等の営業施策が順調に推移したことにより売上が増加しました。

製菓用食材につきましては、コンビニ用スウィーツ市場へのクリームチーズ拡販を目的にした大手洋

菓子製造会社の開拓が進み、ユーザーの増加に成功しました。また、関西発ヒット焼き菓子商品に採用さ

れている製菓材商品の売上が増加しました。

小売用商品につきましては、従来からの主力商品であるボンヌママンブランドのジャムは、大手卸店と

の取組強化により取引店舗数が増加したことにより売上が増加しました。また、クリスマス用商材の新商

品が売上に貢献しました。

ワイン類につきましては、主力商品である「ボランジェ」「シャンソン」「アヤラ」は、円高メリット

を活かした販路拡大を行い売上の伸長に寄与しました。積極的に導入を進めている中低価格帯商品は、安

定的に市場に受け入れられ順調に推移しました。

この結果、当事業の売上高は5,178百万円(前年同期比8.7%増)、セグメント利益(営業利益)は342百万円

(前年同期比41.3%増)となりました。

　

(水産品加工販売事業)

㈱イメックスにつきましては、市場環境の厳しい中、主力商品の「ラングスティーヌ」の売上が対象顧

客であるブライダル関連で好調に推移しました。また、冷凍フィレ、オリジナル加工品のタイやスズキ等

のマリネが、新規のホテル・レストランにメニュー採用されたこと等により売上が増加しました。

㈱ブルーゲイツにつきましては、外食・中食チェーンに対するソース・調味料の一括提案を含めたメ

ニュー企画、商社・大手問屋へのブランディングを行う商品企画等の企画提案型営業を進めております。

東日本大震災の影響による市場の混乱があったものの売上が増加し、利益重視の販売及びコスト削減を

実施したこと等により増益となりました。

この結果、当事業の売上高は592百万円(前年同期比6.7%増)、セグメント利益(営業利益)は16百万円(前

年同期比163.5%増)となりました。

　

(２)キャッシュ・フローの状況
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当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ、827百万円増

加し、2,095百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは次の通りであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が276百万円、減価償却費が236百万

円、仕入債務の増加額が234百万円及び未払費用の増加額が258百万円あったこと等により、1,137百万円

の収入となりました。なお、前年同四半期連結累計期間と比べては、税金等調整前四半期純利益が減少し

たものの未払費用が増加したこと等により172百万円の収入増加となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出があったこと等により134百万

円の支出となりました。なお、前年同四半期連結累計期間と比べては、無形固定資産の取得による支出が

増加したものの、子会社の清算による収入があったこと等により、4百万円の支出減少となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済（純額）があったこと等により181百万円の

支出となりました。なお、前年同四半期連結累計期間と比べては、短期借入金の返済(純額)が大幅に減少

したこと等により、429百万円の支出減少となりました。

　
　
(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
　
(４)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は32百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　
　
(５)生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

なお、当社グループの主力製商品のうち日本酒やワインは、冬季に需要のピークがあるという特徴があ

ります。このため売上高には季節的変動があり、第１四半期連結累計期間の売上高は第２四半期以降の売

上高と比べ著しく増加する傾向にあります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年５月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 68,004,52068,004,520
大阪証券取引所
(市場第二部)

単元株式：1,000株

計 68,004,52068,004,520― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年１月１日～
平成24年３月31日

― 68,004,520― 2,773 ― 840
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

盛田アセットマネジメント株式会社 愛知県名古屋市中区栄１丁目７－34 5,620 8.26

三菱食品株式会社 東京都大田区平和島６丁目１－１ 4,884 7.18

加賀屋醤油株式会社 徳島県名西郡石井町浦庄字国実247番地２ 3,200 4.70

富春  勇 広島県広島市西区 2,680 3.94

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜２丁目４－６ 1,698 2.49

敷島製パン株式会社 愛知県名古屋市東区白壁５丁目３番地 1,677 2.46

株式会社竹中工務店 大阪府大阪市中央区本町４丁目１－13 1,066 1.56

株式会社ミツカンサンミ 愛知県半田市中村町２丁目６番地 1,000 1.47

宝天大同 兵庫県神戸市北区山田町下谷上字箕谷３－１ 770 1.13

榎本  兼二 東京都府中市 507 0.74

計 ― 23,102 33.97

(注)  加賀屋醤油株式会社が所有している上記株式については、会社法施行規則第67条第１項の規定により議決権の行

使が制限されております。

　

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 44,000

― ―

(相互保有株式)
普通株式 3,200,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 64,671,000 64,670 ―

単元未満株式 普通株式 89,520 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 68,004,520― ―

総株主の議決権 ― 64,670 ―

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株(議決権の数４個)、及

び当社が実質的に所有していない自己株式1,000株(議決権の数１個)が含まれております。

２  議決権の数には、実質的に所有していない自己株式分（１個）は含まれておりません。

３ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式67株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年３月31日現在
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所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 
ジャパン・フード＆リカー・
アライアンス株式会社

香川県小豆郡小豆島町苗
羽甲1850番地

44,000 ― 44,000 0.1

(相互保有株式) 
加賀屋醤油株式会社

徳島県名西郡石井町浦庄
字国実247番地２

3,200,000 ― 3,200,000 4.7

計 ― 3,244,000 ― 3,244,000 4.8

(注)  株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権の数１個)ありま

す。なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年１月１日

から平成24年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24年３月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、栄監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,300 2,128

受取手形及び売掛金 5,416 ※1
 5,706

商品及び製品 2,762 2,468

仕掛品 1,874 1,928

原材料及び貯蔵品 621 616

その他 825 611

貸倒引当金 △46 △44

流動資産合計 12,755 13,415

固定資産

有形固定資産

土地 7,108 7,030

その他（純額） 3,690 3,573

有形固定資産合計 10,798 10,604

無形固定資産

のれん 4,196 4,042

その他 263 233

無形固定資産合計 4,460 4,275

投資その他の資産

その他 1,800 1,720

貸倒引当金 △246 △312

投資その他の資産合計 1,553 1,407

固定資産合計 16,812 16,287

繰延資産 26 18

資産合計 29,594 29,721

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,209 ※1
 2,442

短期借入金 13,111 12,711

1年内返済予定の長期借入金 356 362

1年内償還予定の社債 44 1,044

未払法人税等 58 163

賞与引当金 127 179

その他 1,670 1,640

流動負債合計 17,578 18,546
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

固定負債

社債 1,187 165

長期借入金 1,488 1,564

退職給付引当金 432 373

その他 427 397

固定負債合計 3,535 2,501

負債合計 21,113 21,047

純資産の部

株主資本

資本金 2,773 2,773

資本剰余金 7,719 7,719

利益剰余金 △1,525 △1,505

自己株式 △376 △376

株主資本合計 8,591 8,610

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △11 △6

繰延ヘッジ損益 △107 63

為替換算調整勘定 8 5

その他の包括利益累計額合計 △110 63

純資産合計 8,480 8,674

負債純資産合計 29,594 29,721

EDINET提出書類

ジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社(E00399)

四半期報告書

12/24



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

売上高 ※1
 14,736

※1
 14,834

売上原価 9,596 9,616

売上総利益 5,139 5,217

販売費及び一般管理費 ※2
 4,522

※2
 4,728

営業利益 617 488

営業外収益

受取利息 6 6

受取配当金 0 0

為替差益 37 36

持分法による投資利益 10 6

その他 24 27

営業外収益合計 79 78

営業外費用

支払利息 224 209

その他 29 38

営業外費用合計 254 247

経常利益 442 319

特別利益

投資有価証券売却益 － 24

貸倒引当金戻入額 8 －

その他 0 －

特別利益合計 8 24

特別損失

減損損失 － 55

その他 61 11

特別損失合計 61 67

税金等調整前四半期純利益 389 276

法人税、住民税及び事業税 24 149

法人税等調整額 132 107

法人税等合計 156 257

少数株主損益調整前四半期純利益 232 19

少数株主利益 － －

四半期純利益 232 19
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 232 19

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2 5

繰延ヘッジ損益 76 171

為替換算調整勘定 △1 △2

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0

その他の包括利益合計 72 174

四半期包括利益 305 193

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 305 193

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 389 276

減価償却費 261 236

減損損失 － 55

のれん償却額 155 154

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 67

賞与引当金の増減額（△は減少） 61 52

退職給付引当金の増減額（△は減少） △71 △51

持分法による投資損益（△は益） △10 △6

受取利息及び受取配当金 △6 △7

支払利息 224 209

売上債権の増減額（△は増加） 271 △306

たな卸資産の増減額（△は増加） 341 187

前渡金の増減額（△は増加） 36 47

仕入債務の増減額（△は減少） △322 234

未払費用の増減額（△は減少） △85 258

その他 △22 △25

小計 1,222 1,384

利息及び配当金の受取額 7 7

利息の支払額 △221 △209

法人税等の支払額 △44 △45

営業活動によるキャッシュ・フロー 964 1,137

投資活動によるキャッシュ・フロー

貸付金の回収による収入 5 15

投資有価証券の取得による支出 △16 △1

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

－ △10

子会社の清算による収入 － 64

有形固定資産の取得による支出 △162 △161

無形固定資産の取得による支出 △4 △41

敷金及び保証金の回収による収入 45 5

その他 △7 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △139 △134
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,218 △399

長期借入れによる収入 270 440

長期借入金の返済による支出 △597 △182

リース債務の返済による支出 △20 △15

配当金の支払額 △0 △0

社債の発行による収入 973 －

社債の償還による支出 △17 △22

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △610 △181

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 215 827

現金及び現金同等物の期首残高 1,233 1,268

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,449

※
 2,095
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

  連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、連結子会社であった聖酒造株式会社は、平成23年12月19日付けで保有株式の全

部を売却したことに伴い連結の範囲から除外しております。

　
　
【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

　 ――――――――――――

　 　

　 　

　 　

　 　

  １ 保証債務

　
  下記の会社の取引先からの債務に対して、債務
保証を行っております。

　 モリタフードサービス㈱ 106百万円

　 アンキッキ協栄㈱ 107百万円

　 協栄商事㈱ 9百万円

　 　 　

　 計 222百万円

　

※１ 四半期末日満期手形

　
  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に
ついては、手形交換日をもって決済処理しており
ます。

　

  なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機
関の休日であったため、次の四半期連結会計期間
末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含
まれております。

　 受取手形 55百万円

　 支払手形 7百万円

  ２ 保証債務

　
  下記の会社の取引先からの債務に対して、債務
保証を行っております。

　 モリタフードサービス㈱ 90百万円

　 アンキッキ協栄㈱ 127百万円

　 協栄商事㈱ 9百万円

　 モリタフーズ㈱ 0百万円

　 計 228百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
  至  平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
  至  平成24年３月31日)

※１   当社グループの主力製商品のうち日本酒やワイ
ンは、冬季に需要のピークがあるという特徴があ
ります。このため売上高には季節的変動があり、第
１四半期連結累計期間の売上高は第２四半期以降
の売上高と比べ著しく増加する傾向にあります。

※２ 販売費及び一般管理費の主なもの

　 賞与引当金繰入額 90百万円

　 貸倒引当金繰入額 40百万円

　 販売促進費 1,250百万円

　 販売運賃 1,010百万円

　

※１ 同左

※２ 販売費及び一般管理費の主なもの

　 賞与引当金繰入額 104百万円

　 貸倒引当金繰入額 89百万円

　 販売促進費 1,292百万円

　 販売運賃 1,027百万円

　

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
  至  平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
  至  平成24年３月31日)

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連
結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関
係は、次のとおりであります。

　 現金及び預金 1,479百万円

　 預入期間が３ヶ月超の定期預金 △30百万円

　 現金及び現金同等物 1,449百万円

　

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連
結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関
係は、次のとおりであります。

　 現金及び預金 2,128百万円

　 預入期間が３ヶ月超の定期預金 △32百万円

　 現金及び現金同等物 2,095百万円

　

　

　

　
(株主資本等関係)

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他 合計
食品類・
酒類事業

輸入食品類・
酒類販売事業

水産品加工
販売事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,387 4,764 555 14,706 29 14,736

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

6 34 134 175 735 910

計 9,393 4,799 689 14,882 765 15,647

セグメント利益 269 242 6 518 242 761

(注)「その他」の区分は事業セグメントに該当しない当社（純粋持株会社）が行うグループ管理等が含まれており

ます。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 518

「その他」の区分の利益 242

セグメント間取引消去 △8

のれん償却額 △135

四半期連結損益計算書の営業利益 617

　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他 合計食品類・
酒類事業

輸入食品類・
酒類販売事業

水産品加工
販売事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,043 5,178 592 14,813 20 14,834

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3 1 0 5 590 595

計 9,047 5,179 592 14,818 610 15,429

セグメント利益 257 342 16 617 14 631

(注)「その他」の区分は事業セグメントに該当しない当社（純粋持株会社）が行うグループ管理等が含まれており

ます。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 617

「その他」の区分の利益 14

セグメント間取引消去 △7

のれん償却額 △135

四半期連結損益計算書の営業利益 488

　

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

前連結会計年度末(平成23年９月30日)

　 　 　 　 (単位：百万円)

科目 連結貸借対照表計上額 時価 差額 時価の算定方法

デリバティブ取引(*) (184) (184) － (注)

(*)   デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につい

ては、( )で示しております。

(注)  デリバティブ取引の時価の算定方法 取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。

　

当第２四半期連結会計期間末(平成24年３月31日)

デリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度

の末日に比べて著しい変動が認められます。

　 　 　 　 (単位：百万円)

科目
四半期連結

貸借対照表計上額
時価 差額 時価の算定方法

デリバティブ取引(*) 105 105 － (注)

(*)   デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につい

ては、( )で示しております。

(注)  デリバティブ取引の時価の算定方法 取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。

　

　
(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引については、全てヘッジ会計を適用しているので、該当事項はありません。

　
　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目 　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　 3.60円 0.30円

(算定上の基礎) 　 　 　

四半期純利益金額 (百万円) 232 19

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額 (百万円) 232 19

普通株式の期中平均株式数 (株) 64,761,538 64,760,275

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

　

　
　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　
　
　
　
　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年５月７日

ジャパン・フード＆リカー・アライアンス株式会社

取締役会  御中

　

栄  監  査  法  人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    澤    田          博    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    林          浩    史    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャ
パン・フード＆リカー・アライアンス株式会社の平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年
度の第２四半期連結会計期間(平成24年１月１日から平成24年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間
(平成23年10月１日から平成24年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジャパン・フード＆リカー・アライアンス株
式会社及び連結子会社の平成24年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計
期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な
点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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